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一般社団法人 日本建築美術工芸協会

井上勝江 「美 しい瞳」 116木版画 42× 101cm



魅惑  2016、 36× 60cm

井上 勝江

新潟県生まれ

1976 日本板画院同人、aaa賞 (建築美術工業協会)、

日本玩具シリーズ (米田工房刊)

1982  日本板画院理毒肇(1982-99)

2007 第 57回板画院 棟方志功賞

2015 府中美術館 版画がつなぐ心とココ回棟方末華 丼上勝江展

現在 日本板画院同人、同院評議員、日本美術家連盟会員

よみうり文化センター町田講師、日本建築美術工芸協会会員

ふるさと新潟の花はチューリップです。しかし今では花

は富山県、球根が新潟だということを最近知りました。

幼い頃から花となればチューリップでした。イ可時も制作

体勢に入ると、まずチューリップを画きだしてしまいま

す。筆がすすみます。

「花の表現者になるように。」と棟方志功先生のお言葉

を守りつづけ五十年の年が過ぎてしまいました。黒と自

で美しい花を求めつづけてぃます。花は私にとって生

涯のテーマであり友であります。

愛の告白 2015、 80× 50cm
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CONttENTS 租 2016aaca景 観シンポジウム

景観シンポジウムの開催

としまエコミューゼタウン 講演報告

「としまエコミューゼタウン・豊島区新庁舎の

計画とデザイン」に参カロして

■第57回aaca購演会

建築家が見た、被援助国の生活様式と建築様式

■ 街なかミュゼ活動

第3回 街に飛び出す作品展

受託事業作品設置報告

■ 時代の華一輪

芸術的な焼物文化を歴史に刻む仕事

「空間」としての彫刻

■ 寄稿

日本工芸の復興を目指 して

トリッキーなヴィジュアルとオブジェで世界に発信 !

■ 会員活動レポー ト

第 80回新制作展を通 して

タイルモザイク展 浮遊する陶片 2016

■ 調査研究委員会だより

「エコロジーとアート」発行に際して

アピアランス、言卜報

広報委員会だより。事務局だより。他

川瀬 俊二

黒木 正郎

北  典夫

平岡 省吉

安河内敦子

米林 雄一

常松 欽治

田中ショウ

林田 英樹

U.G.サ トー

三井  進

松本 治子

南 三一郎
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颯漑絣靱鰺瘍勒冬瘍鼈洟

|1本建築美術工芸協会では、年初と夏の二回、景観シンポ

ジウムを開催しています。都市景観に大きな影響を与えるよう

な話題性のあるプロジェクトや再開発に焦点を当て、建築、

都市、アー トがどのような役割を呆たしたか、その狙いや将

来の発展などについて、事業主、設言卜者、アーテイストなど

プロジェクトの参加者に登壇頂いています。

今年は、1月 26日 にiTSCOM STUDIO&HALL二 子玉

川ライズで、一近郊ターミナルの景観づくり 「二子玉川ライ

ズJ一と題して景観シンポジウムを開‖Iし ました。プロジェク

トの現地でシンポジウムを開催するのは初めてでしたが、ライ

ズが話題のプロジェクトであり、人勢の方々に参加いただき、

交流会も同ホールで大変禅 り上がりました。ライズが 30年 に

及ぶ長い歴史の中で開発され誕生したのを私たちは知りまし

たが、シンポジウムの前後に街を散策した人々も多く、ライズ

が如1何 に魅力的な街に発展したか実感した次第です。登壇の

渋谷様、宮原様、佐藤様、そしてファシリテータの今村様に

感謝する次第です。

さて8月 22日 には、会場を駿河台の日人理工学部一号館に

会場を移し、「としまエコミューゼタウン・豊島IX新庁舎Jの

計山iと デザインを敢行しました.外観や壁面緑化、庁合と住

宅の超高層、税金を一切使わない開発手法など話題性の高い

シンポジウムに、1月 同様、人勢の方々に参加頂きました。

しかし、開催前夜から真夏の台lltが到来、当日は、関東直撃

というニュースが飛び込んで来たからです。まんじりともせず、

当日の朝を迎え、午前中は、協会の事務局長や登壇者の先生方、

協会のシンポジウム実行委員会の lH‐l々 と連絡を取り合い、シン

ポジウム開催の是非を討議しましたc幸い、台風が正午頃に弱

まり、午後には雨も少し弱まりました。駿河台が御茶ノ水駅を

中心にJRや 地下鉄など交通の利便性が高いこともあり、5名

の登壇者全員が会場に来て頂ける事が確認出来ました。

そして、シンポジウム開催の 30分前頃前から、参加者が集

まり始め、結果的に 200名 近い方々にお見え頂き、17館 121

建築家

日本建築美術工芸協会専務理事  り||〕頼

景観シンポジウム委員会委員長

俊二

「としまエコミューゼタウン・豊島区新庁舎の

計画とデザイン」

日日寺 2016`手 8月 22日  (月 )

.会場 日本大学駿河台校舎 1号館 121号室

[シ ンポジウム]

.第一部 講演

講師 上杉彰雄氏 (豊島区庁舎運営課長 )

講師 黒木正郎氏 (株式会社日本設計執行役員フェロー)

講師 平賀達也氏(株式会社ランドスケープ・プラス代表取締役)

. 第二部 パネル・ディスカッション

ファシリテーター

今村創平氏 (千葉大学建築都市環境学禾斗准教授 )

パネリスト 上村彰雄氏

バネリスト 黒木正郎氏

パネリスト 齊川拓未氏 (株式会社隈研吾建築都市設計事務所設

計室長兼齊川拓未建築設計事務所)

号教本は、お陰様で満席となり、無事、シンポジウムを実施

することが出来ました。各講師の先生方の講演内容も綿密で

素晴らしく、アフターの交流会でも参加者の皆様から中味の

濃い自j象的なシンポジウムであったとお褒めの言葉を頂きまし

た。ご登壇の L村様、黒木様、平賀様、齋川様、今村様、そ

して悪天候にもめげず、お集まり頂いた参加者の方々に心よ

り感謝中し上げます。

開催者の私たちにとっても台風直下の忘れられないシンポ

ジウムになりました。

今後も、日本建築美術 11芸 協会では、このような話題性の

ある都市を魅力的にしていくプロジェクトを取 り 11げ 、景観シ

ンポジウムを開催していく予定です。

会員のみなさま、ご友人の皆様、お誘い合わせの L、 是非、

ご参加下さいますようお願い中し上げます。
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肱聰仁瘍剋魏彦隧鰺漑顆眈尿鞣な文蜀躊鰺

去る8月 22日 、日本大学駿河台校合にて日本建築美術工

芸協会 (aaca 岡本賢会長)2016年景観シンポジウム「池

袋高J都心の景観をリー ドする「としまエコミューゼタウン・

豊島IX新庁合の計画iと デザインJが lilかれました。としまエ

コミューゼタウンはIX有地と民間地権者の所有地を合わせた

第一種市街地ドf開発事業として施行され、区の新庁舎の上部

に民間の区分所有住宅が載った形式とこの事業の結果として

の資産価値の人1屈 な上昇が話題になって、一般マスコミ等に

も盛んに取 り上げられた計画です。シンポジウムには豊島区

の職員として当初から携わってきた上村彰雄庁舎運営課長、

屋 11庭 国の設 ll者であるランドスケーププラスの平賀達也代

表、外観デザイン監修者である限研吾建築都市設計事務所

の斉川拓木室長、日本設計からは当初計画時からの全体設計

者である黒木正郎がパネラーとして登壇 しました。司会は千

葉J:業 大学の今村創平准教授がIFl当 しました。

シンポジウムでは、 11村課長から老朽化した区庁舎の建て

替えに関してこの場所での再開発のほかに方法は考えられな

かったこと、それに対していかに根気よく区民などに本事業

の意味と価値を説明していったかが語られました。黒木から

は計画に当たって庁舎 と住宅を上下に合築 した ^棟案の合

理性にたいして、それを実現するために超えなければならな

かったハー ドルについて紹介しました。また、平賀代表から

は庁合の屋上部分を利用した庭回は、単なる屋 11緑化に留ま

らない地域の環境再生と次世代を担う■供たちへのちいく環

境教育の場として作 られた、ということが活JIJの様子まで交

えて紹介されました。最後に斉川室長から外観デザインにあ

たっては、コンセプ トとして「樹木のような建築Jでありた

いと考えたJl山 として大型の建築物が地域環境と共棲するす

がたとして「大きな樹木Jのありかたをモチーフにしたこと

が語られました。

鰤鰊枚文同釉憑藝躙鞣゛靱鰤慇晰鰈鰊

株式
言葉虔翼翼鷲蟄⊆続曇曇天曇菖 昇許へi正息5

各登壇者に対 して Fll会 の今村氏からは具体的に街がどう

変わったのか、今回のプロジェクトを成功に導いたポイント

は何だったか、また景観としてどういう考え方でこの建物を

評価したらよいのか、などの質問がありました。それに対し

て上村課長からは、成功事例があると区民たちの見る日が変

わること、lXが率先して庁舎の開放、区有地やlX施設の民間

との協 lllJ事業を進めた結果、今後も新規のプロジェクトが続

いておりRIlら かに地域に活気が満ち始めていることが挙げら

れました。黒木からはプロジェクトを成功に導いたのは地域

住民と行政とが実に綿密な意思疎通を重ね、結果として地域

の関係者の総意を得るための「合意形成のルールJが形成

されたことが1人 きいと説明しました。景観のあり方としての

この建物の意味については｀
F賀 代表から都市に育つ 1供 たち

の米来の作 り方として「人間しか資源のない国J「 きわめて

豊かな自然のある国Jと いう両面を持つわが国の特質を生か

してひとつの形を示しえたという意見が述べ られました。

シンポジウム後の懇談会では登壇者らを囲んで質疑応答や

意見交換がなされましたが、足掛け 12年 をかけたプロジェ

クトヘのねぎらいの言葉のみならず、建築界以外の行政・マ

スコミらからの注日を集めるプロジェクトとなったことへの

賞賛が多かったことが印象に残 ります。加えて、区と住民に

とって様々な形で利益を最大化できた要因として、近年の再

開発プロジェクトは早川1か ら民間事業者に任せきりにしてし

まうものが多い中、本件は事業推進に関して最終段階まで

いわゆるデベロッパーの力に頼らずに、自分たちにとって必

要なものを自分たちで判断して決める、という姿勢を貫いた

ことが功を奏したことが登壇者の総意として語られていまし

た。台lltの 中 200人以上の聴衆を集めた熱気あるシンポジウ

ムでした。

屋上庭園
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201 6aaca景 観シンポジウム

仄鰤鰊枚はM仁 趙饂麒鞣゛絣 機骰鶉鱚腑鬱晰鯰

眈同謳鱚鞣不絣文憮笏餡顆?

全国初の「本庁合・分譲マンションの上下合築Jと して完

成にいたった「としまエコミューゼタウン・豊島IX新庁合」

は、全国の自治体関係者の注目を浴び、見学者がひきもきら

ず来訪しているという。今回のシンポジウムはこのプロジェ

クトの計画とデザインを巡ってであった。

第 1部では、この都市再生のリーディングプロジェクトを

牽引した中心メンバー 3人 による講演、第2部ではそこに建

築設計担当者を加えた4人 によるパネルディスカッションが

行われた。全体を通して伝わってきたのは、人日減少による

活力低 ドの危機 (23区 内唯一の消滅
"J^能

性都市 I)にあっ

て持続発展都市をめざそうとする豊島区の強い意思だったよ

うに思う。

特にプロジェクトの全プロセスに携わった 11村彰雄豊島区

庁合運営課長の講演「新庁舎整備の奇跡Jは、官民連携で

税金を使わずに実現に導いた仕組みを解説するもので、興味

深く、強い自l象 を残した。

「としまエコミューゼタウン・豊島区新庁舎Jは、シンボリッ

クな建築に違いない。基壇の上にそそり立つ 189mの タワー

は威容を誇るcしかし、そのシンボリズムは私たちのよく知

るものとは大きく違う。この建築を真にユニークにしている

のは、庁会を内包する基壇部の都市文化的文脈における公共

空間の新たなありようだからだ。

いわゆる「庁舎らしさ」を微塵も主張することなく、雑司ケ

谷霊hlか ら本立寺・南池袋公園に至る緑の連鎖の地形的中継

点を作り出している。また自然の要素を取り込んで息をする

かのような建築の装 =「エコヴェール」で基壇部を包み込ん

でいる。そうすることで、ともすると孤立しがちな庁舎を広

域的な景観の文脈の中に置き、『それ自体が自律的に存在す

るのではなく、区民の福利と地域の将来発展に奉仕する』た

めの存在とすることに成功している。そこには、計画・設計

者側の自然と歴史を読み解く立体的な視点と科学的なロジッ

クに立脚したデザイン戦略、「ランドスケープ・アーバニズ

ムJと も言うべき思想が見て取れる。

建築設計を担当した日本設計の黒木 II:郎 氏は、計山i地域

の住民との合意形成をポイントに挙げ、ランドスケープを担

当し、今回のシンポジウムのオピユオンリーダーでもあった

平賀達也氏は、都市の自然と人々の日常の所作について熱

く語っていたc皆がこぞって生活者の視線でものごとをとら

え、計画し、その延長 11に、いかにも池袋らしい親しみやす

く多様性に富んだ都市景観がつくり 11げ られたことが知られ

る。

鹿島建設株式会社

執行役員プリンシパルアーキテクト Jヒ  メした
日本建築美術工芸協会法人会員

私は現在、半島IXが取 り剤lむ「国際アー トカルチャー都市

構想Jにおいて空間的な枢軸と位置付けられた南北IX道「アー

バンコリドー」の北部エリアで、業務 。文化・商業が複合し

た建築が織 りなす新たな都市拠点の創出に関与している。こ

れは豊島区が掲げる「誰もが主役となれる朦1場都市J構想を

牽引する官民連携の公有地活用プロジェク トで、「としまエ

コミューゼタウン。当島IX新庁合」と対をなし、池袋の人の

流れと情報発信力を変11し 、都市の魅力を飛躍的に向上さ

せ、新たなる都市のシンボリズムを作 り出そうという試みで

ある。

かつて池袋には、大衆文化を支え、育てる演劇の拠点が

あり、多能異才の芸術家が日々集まっては議論を交わす場が

あった。また、固有の情報の発信地、生き生きとした文化が

絶えず胚胎されるまちであった。その今も迫、づ く底知れぬ活

力を受け継 ぐべ く、最先端のアー ト・カルチャーから伝統芸

能までの多彩なジャンルに対応する 8つの朦1場が、公園や道

路と一体となって、曰くるめくような嫁1場空間を形成する。

まち全体が舞台と化し、日常と位相を異にするrt倒 的な「ハ

レの場Jが演出され、人々は時に観客となって楽しみ、時に

主役 となって興 じる。2020年 、世界的なスポーツの祭典の

年に、世界の人々が集う池袋のまちびらきが楽しみである.

そのとき、新たな公共サービスの真価が間われるだろう。

今回のシンポジウムでやや残念であったのは、テーマが建

築に寄 りすぎたきらいがあったことだ。次国以降、より広範

な関係者の参加を、また美術関係者を含む幅広い分野の人々

の視点を交えた、aacaな らではの景観シンポジウムを期待

したい。最後に、初動期に多くのリスクが予想されたであろ

う「本庁合・分譲マンションの 11ド 合築Jと いうグランドデ

ザインを決断した関係者の先見の明に敬意を表したい。
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第57回 aaca講演〈
〓

建築家が見た、被援助国の生活様式と建築様式

株式会社大建設計代表取締役社長

日本建築美術工芸協会法人会員

平岡 省吉

常々、建築・都市のありようを造るのは人々の生活そのも

のであると考えています。人都市には大都市の、日舎町に

は田舎町の、必ずそのベースとなる人々の生活 と歴史があ

る訳です。建築家はそこに少 しだけ方向性 と刺激を与える

に過ぎません.そ んな観点で捉えると、私の訪れた貧 しい

国々の建築・都市のありようは、良きも悪しきもみごとにそ

この人々の生活を映していたと言えます。ここでは西アフリ

カのギニアとセネガル、中央アジアのブータン、中米のニカ

ラグァについてお話させていただきます。

今でこそアフリカはその資源故に世界に注 目されていま

すが、私がギニアとセネガルに滞在 したのは 1992～ 1993

年のことで、アフリカヘの支援でも有名な俳優のブラッド・

ビットが「世界はアフリカを檻の中に閉じ込め、外から援助

と称 して涙金を投げ入れているJと 表現 した、まさにその

ままの陛界で、隔絶された空間は想像を絶する貧困が充満

していました。私は国際協力事業団 (現 国際協力機構、以

下 JICA)の 11償資金協力案件で、ギニアとセネガルにそれ

ぞれ数十校の学校を作るプロジェク トのコンサルタントと

して派遣されたのですが、最初に足を踏み人れたギニア (名

目GDP S5421人、「世界経済のネタ帳Jよ り2015年 の値、

以下同様、ちなみに日本は名日GDP S32,486/人 )の首都コ

ナクリでは、貧困にあえぐ人々が阿修維のごとく貪欲にうご

めき、私はその地獄絵図にショックを受けながら、この人た

ちには、経済的にも精神的にも救われて豊かな生活を営む

ような未来があり得るのだろうかと、暗清たる気持ちになっ

たものです。ギニアは、独裁的社会主義体制から自由主義

体制になったばかりで、まともな産業もインフラもない中、

ヨナクリにあてもなく人々が集まっていたのですが、国を導

くべ き L級役人も私利私欲を隠そうとせず、小役人は賄賂

漬けになり、カツアゲ警官、チップ日当ての ■供たち、これ

らの人々が雑然としたひと回まりの群衆を形成 していまし

た。そして、それはそのままヨナクリの都 |ド 像としても表れ

ていました。いくつかの幹線道路はあるものの、その廻 りの

商店や住宅は、 ll地 を奪い合いで確保 したかのような混舌L

の極みで路地が人り組み、家庭排水は路地に垂れ流 し、ゴ

ミも路肩に山積み、およそ街としての体裁を保っておらず、

街全体が「スラムJを 絵に描いたような状態でした。阿修

羅のような群衆とごみ溜めのような街は、その意味ではみご

とな相関を持っていたと言えましょう。

一方セネガル (名 日GDP S9131人 )は、アフリカでは比

較的裕福な国で、首都 ダカールには 10階建て程の高層ビル

が多 く存在し、道路も整備されていて、一見コナクリのよう

な悲惨な状況はないように見えます。しかし、そんなダカー

ルでも人々の貧しさは相当なもので、街には障害を持った物

乞い、執拗なス トリー トベンダーがあふれ、まともな仕事が

ないのか随所に何 もしていない住民がたむろしているし、

「アフリカの貧困Jが充満していましたc整備された表通 り

の街並みは、こうした貧しい人々の生活と47L離 した感じで、

むしろ、裏通 りの市場などの雑然とした姿が本来の街のあ

りようなのだろうと私なりに納得 したものです。少し背伸び

をしたような表通

りですが、仮 にこ

れが発展途上のひ

とつのステップで

あるとすれば、そ

こか ら人々の生活

は改善に向かうは

ずで、それ こそが  ■ヽ,'ご )11

建築計口i・ 都市計画の妙だと思いました。

貧 しく貪欲な人々の話ばか りしましたが、ギニアの田舎

になると、それ以上に貧しいにもかかわらず話は少々異なっ

てきます。ギニアの出合の村々は、おそらく世界でも最も貧

しい地域のひとつでしょう。電気も水道もなく、家は ll壁 に

藁を葺いただけの極めて原始的なものです。しかし人々はヤ

ギを放 し飼いにし、森のマンゴーの実を分け合い、家の前

に種を蒔けばほっておいてもできる作物に感謝しながら、

慎ましく幸せに生きています。そんな人々は、首都コナクリ

6 mCQ 2ot6.tt no.75



第57回 aaca講演会

の貪欲な連中とは全 く別の人

種です。我々が訪れると、チッ

プを要求するのではなく、籠

一杯のオレンジをふるまって

くれました。彼 らとは比べ よ

うもなく:駐 かであるという自

負を持っていた私たち日本人

も、彼 らの生活を見なが ら、

つい「私たちと彼 らとどちら

が千せか分からないよねJと

つぶやいたものです。最低限

の慎ましやかな生活と、最低限の村落と、その中にある幸

せ.村 々を訪れるたびに私は、人間の原点に触れたような

気がしました。これは先進国では遥か昔に失われてしまっ

た価値観です。

後述のニカラグァヘの乗 り継ぎで、私は何度もヒュースト

ン郊外に宿を取 りましたが、ホテルの前を歩 く人影はなく、

ただ、自動車が無機質などを立てて疾走 している。そんな

ところに住んでいる人々の生活を無味乾燥だと感じた私は

間違っていないと思います。人間の原点であるギニアの村々

とSF映画のようなヒュース トン、人間の生活と都市の関係

の両極端がそこにあります。

さて、アフリカの国々と比べるとはるかに豊かなブータン

(名 目GDP S2,8431人 )ですが、それでも最貧国の範疇を

出ません。ブータンヘは、私が世界建築家会議 (2011年 東

京開催)で当時のティンレイ首相の接遇役を仰せつかったこ

とをきっかけに、後日訪間することができました。この国は、

かつて近代化の波が押 し寄せる中で「変わらないことJを

選びました。物質主義的な側面での「半かさ」に代わる価

値観として匡1民総千福景(GNH)を提唱し「世界一幸せな国J

として先進国の注日を集めています。こうした価値観は様々

な政策にも表れてお り、例えば勤務先や学校では民族衣装

を着用することが義務付けられていますが、これは伝統を

重んずるためであると同時に、国内の繊維産業を守るため

でもあります。建築の話をしますと、階数に関して一般的に

は 3階建まで、都市部で 5階建までという規制があり、ブー

タンの牧歌的な景観に寄 7Jし ています。 日本など先進国の

ように開発競争に走らない街づ くり、独特の伝統的なデザイ

ンと相倹って、人々の慎ましい生活にふさわしい景観が生ま

れています。人種が似ていることもあり、日本人にとっては

何か郷愁 を覚えさせ

る国です。 ブー タン

は、慎 ましい生活の

I11に 千せ を見つける

と言う意味では、ギ

ニアの村 々と似てい

ると感 じました。そ

んなブータンですが、

近年政府の GNⅡ 重視

に疑間を投げかける人

も現れはじめ、都市部

では雇用問題などから

薬物乱用、アルコール

依存なども増えている

とか。「西洋文明Jが
ブータンを侵食しているとしたら、なんとも寂しい話です。

最後にニカラグアの話をします。ニカラグア (名 目GDP

$1,949/人 )も JICAの 無償資金協力で学校を数 卜校作るプ

ロジェクトで滞在しました。貧しい国ながら、その原因はア

フリカのように世界に「放置Jさ れたからではなく、むしろ

先進国に「干渉Jさ れてずたずたにされたことによります。

今は比較的安定していますが、ニカラグァの街は、長い内

戦を繰 り返 したその凄惨な歴史を刻んでいます。スペイン

の植民地であったことから、コロニアル様式の美 しい街並

みも残っていますが、スラムはギニアのコナクリと同様、無

秩序に拡大 してしまっています。貧 しさ故なのか、また凄

惨な内戦の記憶故なのか、多くの人々が麻楽や犯罪に走 り、

通 りを歩 くこともままならない危険な街を形成してしまって

います。我々が建設現場を調査 している時も、通訳 として

雇ったアルバイトの現地人学生が私の日の前で暴漢に現金

を奪われるという事件がありました。そんなことが日常茶飯

事に起こっていますc国 は教育に力を人れていますが、経

済力もさることながら、教育を通じて人々のモラルが向上し

ない限り、凄惨な街はその表情を変えないでしょう。

貧 しい故に人間の醜さが前面に出ている社会では、その

街 も醜 くなっていくこと、逆に貧 しくとも心が豊かであれ

ば、美しい集落・街が保てること、私は多くの国を訪れてそ

んなことを学びました。前者のような社会がより豊かになっ

て行 くためには、経済的な発展 と併せて人々の考え方が変

わっていかなければな

りません。そのために

は教育が極めて重要で

す。冒頭で、ギニアの

現状に絶望感を覚えた

話をいたしましたが、

私の関わったプロジェ

クトはまさに子供たち

の教育のための施設を作ることでしたから、アフリカ、中米

などの最貧国の状況が改善するための一助となったと孝え

れば、本当にやりがいのある仕事だったと言えます。いろ

いろなことがありましたが、今でも、アフリカの学校の引き

渡し式で大歓声を上げて喜んでいた子供たちや、涙ながら

に感謝してくれていた村人たちのことを、でっかいタロと共

に思い出します。

ニカラグァのコロニアル建築

ブータンの農家

セネガルの子供たち

|,I営糞
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鰊核麒魃謳漑鱚蒻

輻靡鰈晰儘鶉濶鶉麒聰蝙躙

「街なかミュゼ活動Jは、建築の内部及び外部空間や街並

みに芸術・工芸作品を設置し、環境美化、人間性豊かな空間

創造を積極的に展開していこうとする活動です。第 3 LI街 に

飛び出す作品展では、文京IX本郷・ lu円 谷IX太 1堂・和光市

丸山台に、スターツCAM嗜相が建設した建物に対して 26作

謂I、 24名 の応募中込がありました。 平成 27年 10月 24日 よ

り11月 1日 まで建築会館ギャラリーにて第 3回 街に1に び出

す作品展として展示し、作家の皆様のプレゼンテーションを

交えて、建物のオーナー、スターツCAMm、 aaca選 考委員

の三者で検 l・l選考しました。そしてそれぞれの美的環境の倉1

造と、各建物の住環境に調和し、また街並みに新鮮な言葉を

投げかける作品 9点 (9名 )が選定され設置されました。

● y醸 シ…卜塞櫛 (:i京区本椰 21,■ ‐お

|||、

■ヾ■
||「 | :

| 111

「環J横山 徹

. .́1  1

'"喘
中う|■

'1内

摯I

ガラス造形作家

日本建築美術工芸協会理事 安 河 内 敦 子
展覧会委員会実行委員長

||     :     輻

〔ヽ‖ントヽラらずスホール>:絆 ′lヽ 泉件f

<エントランス本―ル>「兆J山崎輝子

<エントランスホール>「春を待つJ井上勝江

ぶ書
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 は ユゼ,番動

② &as$嚇ol磯 (ア ンドアツシエ)(世圏谷区入予堂2-2421他 ) ③勢ルム丸繭台 (ネロ光市丸山台263)

t

く内部>「 イプの涙」井上勝枝

玲展覧会委員会かみ饂お講び

前号掲載の池田嘉文氏の作

品名が違っていました。 tt」

正いたします.

{)シャノ≫マンクレスト
(江戸川区―之江 み75-4)

蟷次圃震覧会のお知らせ

「aacaボ ックスアート展

■ 平成 29年 4月 H日 ～ 18日

||1建築会館ギャラリー

(仮称)」

会員 。一般からの応募を受け付け致します.

詳細は後‖発表致します.

くエントランス>「雨あがる」鈴木法明 くエントランス>「想いの詩」吉野ヨシ子

<正面外壁>「TOMORROW朝 寺J 重爾由美子

「TRtJN OF T卜lE CEIKITURYI池 田嘉文

Offi 20t6.n no.75



晰瘍燎嶽鶉蝙魃魃漑鰊

aacaが これまで取 り組んできた「街なか ミュゼ活動」の

一つの実績として報告できる事は、オーナー様、スターツ

CAM(株 )そ して私達の会と会員にとりましても、とても

喜ばしい事と思います。この場を借 りて関係の皆様に感謝

申し上げます。

近年私達の住環境に、アー トの力を生かした場や、その

試みが行われています。自然との融合や、人間の倉1造性が

41か された、クリエーテイブ・ライフ空間が求められてきた

という事でしょう。このたびスターツC A MlllJが開発を担

当した共同住宅にaaca会 員作家の作ポ1を 展示することにな

り、設置が叶いましたc

その3件 を紹介します。

<外部井戸回り>「大地からの蘇生」

作家 :横山 徹 (石彫)

サイズ:195× 08× 17m 15t フト松石

制作テーマに自然との対話をあげ、石の表情を生かしながら直感的な構

成から、コミュニティのシンボルとなるよう空間演出している。

<B棟エントランス壁> 「BladeJ

作家 :ツ イヒジ カズマサ

サイズ:803× 803X120mm 木 着色塗装

人の視覚は人の動きにつれて変化し、何かを感じさせる。作品はその人

が好きな位置で立ち止まり、眺め、組み合わされた色彩から語り掛ける

作品となっている。

10  - 2076 7i no 75

周′亥」ヨ家

日本建築美術工芸協会理事

展覧会委員会委員

米林 雄一

<A棟中庭> 「Vbsse日

作家 :新責広記 (ガ ラス)

サイズ :Φ 450mm/1 20kg,Φ 300mm/40kg ガラス球体

光を取り込むガラスの特性を生かし、人と自然が対話する器をめざした

作品となっている。



憫なか菫逸鬱騒魏

蛉鰤骰蟷飩鑢作冬

「季節風」片岡雅予

‐  el'1

「雨あがるJ鈴木法明

聡uttvajon201 0」 平戸貢児

彿 ‐

「記憶Jり |1原 昭 「景 No2」 帆足枝里子

「恥 ssd 13 5J新 賓広樹
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「水守」圏中毅

「八雲立つ /天地を巡るものJ戸田裕介



褥綺鯰漑舞儡

鰊褥鶉絃烙餡袋綺鰊靡蛉佛蟷晟鰺鞣

私は、書き頃より創作 タイルー筋の人生を送ってお りま

す。永年勤め Lげた窯業メーカーを退職後、現在株式会社

丸勝の常任顧問として、東京支社に従事 してお ります。自

分の得意とする分野で、世の中に役立つ事をせよ、との ミッ

ションに基づき「創作 タイル事業部」を東京文社にて発足

いたしました。お施主様や一級建築設計事務りi様等のコン

セプ トに合わせた製作は、試行錯誤 しながらも充実した毎

日です。熱い情熱と責任の重大さが常に交錯 しますが、歴

史に残る建築物に関われる歓びは、言うまでもなく感無量

であり、大きな達成感が私を疲れから解放してくれます。

倉1作 タイルとは、焼 き物の極みでもあ り、カタログには

載る事の無い製品です。色、形状、大きさも様々と異なり、

主に長期建築物の外装を彩る特注製品です。

今から 14年 前の事、「某大学キャンパス計画Jの創作 タ

イル製作は、私にとって生涯忘れる事が出来ぬほど、素晴ら

しい機会を与えてくれました。タイルメーカー 6社 に依る各

社自由提案は、類を見ない壮烈な製 |∵1コ ンペでした。900角

のパネル計 380枚が現場に並び 4か月に及ぶ試作∴|1製作後、

最終決定品に選ばれた時の感激は忘れられません。監理者

から施 E後 の矛1落 を問われた際は「人間のする仕事に絶対

は不可能ですJと 答えたために、ひどく叱られた事 もあ り

ました。最終的には関係職種各位の努力と注意に依 り防 l卜 、

ベビーハンマーで 1枚ずつ打診検査を行い合格。10年 後も

濁音数枚に留まり、現在に至 ります。外装 タイルを合計で

3万 8T‐平米受注、苦難の実績を得た次第です。

昭和 38年 には、愛知県瀬戸 rllに於いて、当時の陶芸作家・

故加藤唐九郎先生製作に依る焼物壁画が誕生し、建築業界

において「陶壁Jと 命名されました。偉大なる作品は、公共

物件や病院等へも多様化されました。「土には個性があり、

株式会社 丸 勝

常任顧間兼創作タイル事業部顧間

日本建築美術工芸協会法人会員

常松 欽治

土は生きているJと の名言を心に刻み、終生の教本として、

土に心を通わせ、土の味を知り、 11の 個性を活かしておりま

す。また、各地で多発する地震が多い日本ですが、現代建築

基準法にも適合するよう工夫し、安全な落 ド防IL策 も講じな

がら、内外問わず様々な空間を演出する倉1作 タイルの設計を

いたしております。

仕事柄、焼き物との縁は実に深 く、趣味も陶芸です。愛知

県をはじめ、各地で活躍されている陶芸作家の先生方との繋

がりも、気がつけば 14陛紀を超えました.陶芸家や芸術家先

生方と集い、高級マンション等のエントランスを彩る斬新な

オブジェなども企山i。 意匠専門の設 .lデザイナーの先生方に

貴重なご意見を仰ぎながら、日々ご提案させていただいてお

ります。歴史ある作品を刻むには、全ての焼物も「自然。人・

環境Jと の調和が大切です。今なお原点を学び、未来を育み

続ける事が私の仕事であり、使命だと信 じて邁進しておりま

す。蕎き|±代の方々にも本物を感じて頂き、後世に残る作計|

提供が出来ますよう、努力致したいと存じます。

12

某大学のキャンパスを彩る外装倉J作 タイブレ

ー
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エントランスを彩る陶彩板 某病院

エントランスを彩る陶彩板 某ホテル
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ポ鰺輻饉瞼嶺Ч瘍鰤靱

「オレは日本に帰ったら彫刻家になる IJ

l年 間心理臨床の専門家である妻と共に留学していたワシ

ントンDCの国立小児病院での研修を終え、l17Hi回 する飛行

機の中で宣言していた。もう40歳 を過ぎていた。

私はそれまで美術の勉強をしたことはなかった。 1ど も

の頃から絵や彫刻は好 きだったが、大学でもその後もずっ

と臨床心理学に携わっていた。 しかし留学中にアメリカ、

カナダ、ヨーロッパやアジアの美術館を巡って、IFtっ ていた

何かが刺激されたのだろう。それ以降、石というもっとも原

始的な素材のひとつに魅かれ、思いどお りにならない相手

と問い続けている。

彫刻の美を構成する要素は様々だが、私は使宜的に、彫

刻を「実在と空間の湘Lみ合わせJと いう観点から見ることが

あるのこの場合の「実在Jと いうのは素材そのものとともに

「現実Jや「肉体Jを 意味し、「空間Jは物J ll的 意味での空

間であると同時に「思想Jや「精神性Jと いったものに近い。

そしてどちらかというと、私自身は「空間Jの ほうに意識が

向く傾向があるようだ。最近の (INTERSTELIン AR)(星問

の)と いう作品は、38ト ンの原石から掘 り出したものだが、

作品自体は 800キ ロなので、3ト ン削ったことになる。

「mottainaiJと いう言葉が国際的な共通語になる時代に、

本当にもったいないと思うのだが、どうしてもそういうこと

になってしまう。

実在彫刻の代表 といえば、彫刻を独立 した芸術として再

確立したロダンが浮かぶ。

これに対 して近代彫刻の創始者であるブランクーシは、

彫刻家

二紀会会員

日本建築美術工芸協会会員

田中ショウ

このロダンのH夕刻を「血のしたたるビフテキのようだJと 評

しているcあ る意味、このビフテキの部分を徹底的にそぎ

落したのがブランクーシの新しい彫刻と言える。それ以降の

彫刻はこのブランクーシから出発して、いわゆる近代の「精

利1性 Jと も言える「空間性Jを とりこんだ彫刻へ発展 して

きているという自〕象をもっている。例えば、アルプ→ガボ→

ムーア→カルダー→ジャコメテ ィといった流れにそれを見

ることが「H来 る。

こういった流れは私 lyl人 の中の制作の推移とも相似 して

いる。彫刻のクラシックな勉強として、まず粘 11を 固めてい

くことから始めるが、徐々に様々な素材や方法を試しつつ、

空間を取 り込みながら展開してきたように思う。

彫刻は量の芸術 と言われる。私の目指す彫刻の美は、徹

底的に「形Jを追及することによって、限りなく「形Jか ら

離れていくことかもしれないcつ まり意識として形をつくる

のではなく、根源、いのちか ら生まれる量塊の結果として

の形に近づ くこと。いわば「形から離れることによって形を

つ くる」ということになるのだろうか。

最後に、彫刻 と建築の関係は兄弟のようだと言ってよい

だろう.ル ネッサンスすり1に は優れた彫刻家は建築家であり、

す ぐれた建築家は彫亥1家でもあった。

近世になって両者はそれぞれの独立 した道を歩んだが、

今、 ffい に新 しい調和を目指す時を迎えているように思う。

人の心までも半かにする空間の創出に向けて、ますます互

いの才能を必要としているのではないだろうか。

INIERSTELLAR 2016 砂と園レンスとハルマッタン 2010
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鞣褥

飩窯凩蜆鯰骰八錮囃雉顆≦

日本建築美術工芸協会を創設 されたのが芦原義信先生

だったことを知って、私が文化庁で働いていた頃に、先 /1

から日本の景観文1策 の遅れをたびたび指摘 されたことを思

い出しております。近年になって、ようやく文化的な環境ヘ

の関心が高まり始めているように感じますが、先生のご意思

に沿えるよう、今後の協会の活動が一層発展することを願っ

ております。

十年 itに六本木に開館 した国立新美術館の初代館長に私

が就任 した時には、美術館の周辺は、まだ夜の街のF「 象の

強い地域でした。その後、サントリー美術館や 21-21デ ザイ

ンサイ トが開館 し、道路の整備が進められ、洗練 された商

店やレス トランの開店も続いています。先に開館 していた

森美術fliiと も連携 した「六本木アー ト・ トライアングルJと

「アー トナイ トJも 定着 し、今では六本本は 11野 と肩を並

べる文化ゾーンといわれるまでになってきました。文化的な

街づ くりにとって、美術館の果たす役害Jが如何に大きいか

を示す好例となったと思います。

世界に日を向けると、最近は「美術館の黄金時代」 と言

われるほど大規模な美術館建設が進められています。経済

的に衰退した地域にグッゲンハイム美術館を誘致 して観光

客の#‖ し寄せる地域に再生したスペインのビルバオの例は

特に有名です。フランス、イギリス、韓国、シンガポール、

香港、アブダビなどの例が良 く話題に上 ります。中国が進

めている北京の新 しい国立の中卜1美術館建設や年間数百に

及ぶ計画的な美術館・博物館建設計山iに は、日を見張るも

のがあります。

このような時代の背景には、経済的な発展の結果、人々

が求めるものが物の豊かさか ら心の豊かさへ変化 している

鮮 |‐1颯
F‐ 11

回

荘
東・京

0201“ 10月 22日 0 201λ l月 29“ぃ

工芸を体感する100日 間

/AN益
財団法人 日本工芸会理事長

一般社団法人 ザ・クリエイシ∃ン・オブ 。ジャバン

代表理事

林田 英樹

ことがあると思います。内閣府が継続して調査しているとこ

ろでは、日本の場合、昭和 50年代半ばから「物の豊かさ」

を求める人より「心の豊かさJを求める人の方が多くなり、

最近では 1対 2の割合になっています。同じような変化が、

多 くの国で起こっているでしょう。

更に、ビルバオの例に見られるような、文化・芸術が経

済活動において新たな需要や付加価値を生み出すことへの

期待 も高くなっています。 日本の場合には、製造業を中心

にして経済発展に成功してきましたので、このような期待は

まだ強いとはいえませんが、「クールジャバ ン」政策に注目

が集まるようになっているのは、その傾向の表れといえるで

しょう。アニメ、マンガ、ゲームなどの若者文化や和食など

への高い人気に注 目して、国内外への文化発信や輸出を進

める政策が強化されつつあります。

このような中で、 日本建築美術 11芸 協会の活動分野の ^

つでもある工芸についてみると、19世 紀後半に西欧諸国で

巻き起こったジャポニスムの中で、 日本文化の魅力の重要

な柱 と認められた歴史があ り、我が国が世界に誇れる文化

のひとつであるにもかかわらず、注日度が低いように感じら

れて残念でなりません。

このため、私たちは日本の li芸 への認識を高め、その再

興を図るため、オールジャパンで新たな潮流を生み出そう

と、3年余 り前に一般社111法人「ザ・クリエイション・オブ・

ジャパンJを立ち上げました。そして、作品のクオリティを

より高め、新しい市場創造をサポー トする活動を行ってきま

した。

また、この活動の ^環 として、日午年から文化庁の補助を

受けて、「21世紀鷹峯フォーラム」と名付けて、主要な美術

館、博物館、美術系大学等の諸機関が連携 し、11芸 を「見るJ

「学ぶ」「考える」、そして「体感するJさ まざまなイベント

を同時多発的に開催しています。

平成 27年度は、「オール京都、工芸の祭典Jを 実施 しま

した。本年度は、10月 22日 (土 )か ら1月 29日 (日 )ま

で、「工芸を体感する 100H問 Jと して、東京の女子美術人

学美術館が中核 となって 100以 11の 機関が参加 し、300以上

のイベントを開11し ます。各イベントの情報は、ガイドブッ

クにまとめて参加する美術館、陣物館、美術系大学などで

無料配布することとしています.ま た、来年は金沢での開

催を目指して、準備を始めています。

工芸の振興を、「誰かにやってもらいたいことJか ら、「一

緒に取 り組むことJに していこうではありませんか。

14 Qmo 20r6.t1no.75
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寄 稿

トリッキーなヴィジュ7Jレとオブジェで世界に発信 !

デザインフアーム代表

日本グラフィックデザイナー協会会員

U.G.サ トー

イラス トレーションと立体的なオブジェを通 じてヴイ

ジュアル・メッセージを世界に発信 してきた。

合理的・観念的な見方を避け、薮にらみとも言えるユー

モア表現に徹している。このような視座から引き出される私

のイメージは一見本質をはぐらかしたかに見える遊びやナ

ンセンスに富んだもの。世界の表層 も深層 も一挙にとらえ

るための仕掛けだと嘘ぶいている。モチーフは鳥獣や樹木、

身の回りに転がる誰もが知っているようなもの。これらに

よって触発されたイメージを写真や言葉に頼 らずシンプル

なイラストで伝えることを私の表現方法としてきた。こうし

て生まれたビジュアルが見る人の心をツし発 し、DNAの 記憶

を呼びさまし、微量なが らも脳細胞を刺激 しながら蓄積さ

れればうれしい。できれば手品師のように鮮やかに、サーカ

スのようにスリリングに見せることを私は心がけている。た

とえ目をそむけるような暗たんたる世界の惨状を訴えるに

しても、遊び心がもたらすユーモアやウィットが見る人の目

を気軽にひきつけ、さらなる関心を起こさせるに違いないと

確信しているからです。

とりわけ多 くのポスターやアニメーションを表現の手段

として使 ってきた私の仕事は三次元のオブジェやファニ

チュアをデザインすることにおいても基本的姿勢に変わ り

はない。

木を削 り金属を曲げてつ くる立体表現に於いてはドローイ

ングはメインな手段にはならず、逆に遠近感さえも錯視する

ことによって表現領域が一段 と増えると考えているのです。

2016年 7月 から2ヶ 月間、平塚市美術館で行われた「 トリッ

ク・ トリック・はっと |ト リック」展に出品した “触まれた

箱"や「地球温暖化Jの ポスターは、こうした発想を土台

にして生まれたもの、

「日本列島Jと 「地球Jの 2つ の箱は、私たちの住みかを

生命の人れ物 としてとらえ、排出物に汚染され、温暖化に

よって傷つ く蝕まれた箱 として制作。それぞれの箱は周辺

がギザギザに蝕まれた入れ物のようだが、角度を変えて眺

めればまだまだ回復可能な箱 として眺めることもできない

わけではない。これら2つ の箱は、制作 した当時は福島に

近い茨城の海岸に置いて撮影されたものだが、やがてこの

海と陸も2016年 の大地震の被害をこうむるとは予想だにし

ていなかった場所でもあった。

こんな経緯を経ながらも、 トリッキーで壊れやすい 2つ

の箱は、個展や /1t画
展を通 じて世界にアピールされ、モン

トリオール美術館の永久保存作品にもなっている。

今回、本紙の紙面をお借 りして地球の危機を立体 と平面

の 2つの表現でお見せできたことを喜んでいる。

〈略 歴〉
UGサ トー (ゆ―・じ―・さと―)

世界の四大ポスタービエンナーレ (ブ ルノ、ワルシャワ、ラハチ、モスクワ)のい

ずれにも全賞受賞。

著書(こ UGサ トー (ggg Books 36)、

「富士山うたごよみ」俵万智と共著、「あめかな」、「あかあおふたりでJ等
(い ずれも福音館書店)

蝕まれた箱 (地球)1987

- 2016 '7 no 75
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ボスター (地球温暖化に警告)1998 蝕まれた箱 (日 本列島)1987



饉量蘊魏 鞣隧― 昴

諫 隋瘍蜃靱莉膠祗鰊躊嶺膨

新制作展は今回 80回展を迎えた

創立時の「反アカデミックJな精神のもとに何ものにもし

ばられない自由な発想の下、あらゆる表現を追い求めてき

たc

数多 くの表現を追い続けた先達か ら受け継いだものも多

いc熱い議論も数々の場 L61で 戦わされてきた。

今回は 80年のアルバムの中で様々な場面を見ることが出

来た。オー ト三輪での搬人・搬出 (時期的には台風が来て

いるなか搬入したことも度々)、 審査風景 (丁 々発 I11の場面

も数知れないとFAlい ています )、 展覧会llt景 、懇親会、上野

の美術館での展示風景。

ここに関係性の大切さを感 じる。われわれは先達より表

現することの姿勢について多 くを学び、教えられ、吸収 し

てきた。過去、彼 らがしてきた仕事 とこれから我々が伝え

ていく必要性は何かを考えさせてくれる。

展覧会は美術館 という抽象空間に在るが、作∴fl達 は特別

な存在ではなく、生活の中にあるかたちとして、街角に、

建物に、日常の風景の一部として在ることが大事なことと

思う。

ここでは aaca会 員の方々の作品を会場風景とともに数点

掲載させていただいた。

左 :澄JII喜 ―「そりのあるかたち 2016 アカマツ」

(澄川氏の写真は図録写真より抜粋)

右 :圏中遵  「The Thirteenth in the PLl面 ty」

- 2θ
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造形作家

日本大学生産工学部 教授

日本建築美術工芸協会会員

調査研究委員会委員

Ξ丼 進

尾埜行男 (小野行雄)「数え日時計J

雨LL智子「水の祈りj

三井進 「渦動J

野El真理 「つちの種からJ 作者と作品



け?盗晰デイク晨 浮遊する陶片 2016

饉躊驚書織デイルな警ザイクと碑嶽豊ぃ

私の表現活動はタイルモザイクを中心に平 lnlを 構成す

る絵画を制作しています。

タイルとの最初の出会いは大学生のころ、原美術館 (品

川区北品川)で 出会ったジャン=ピエール・レイノー (ゼ

ロの空間)(1981年 )の作品でした。建物の内部山面を含む

閉ざされた空間すべてが白いタイル張 りの異空間に変貌 し

ている驚きと共に、非常に居心地の良さを感じました。

大学卒業後は INAX(現 IンIXIL)銀座 ショールームの勤

務となり、新人研修時に受けたモザイク制作研修がタイル

モザイクとの出会いとなりました。そしてイタリア・ラヴェ

ンナでのガッラプラキデイア廟堂のモザイクの1玄 しさを目

にした時の感動が今も創作の原点となっています。私は 10

歳のころか ら油絵を描いていました。その一枚の絵をタイ

ルモザイクで表現して以来、密度のあるボリューム感とクー

ルさを併せ持つタイルの l」lt合 いに加え、タイルの断片の隙

間に生まれる空間に魅 fさ れていますc

'イ
Jシ 襟ザ‐丁壼よ縦華簿,■

タイルモザイクの表現方法は、「石、ガラス、貝殻、本な

どの小片 (断 片)を 寄せて作る絵又は模様」、「消 したい部

1睫

会員活動レポー ト

タイルモザイク作家
日本建築美術工芸協会会員 松 本 治 子

フォーラム委員会委員

分のIX画 をはかして見えなくすること、又はその処理Jと

いった具体性 と創造性の 1面性があ り、この二面性に不可

思議な魅力を感じています。

私は、その具体性では、モザイクの級密さから生まれる

揺れる水面の日光の反射のような輝 きをベースにしていま

す。創造性では、従来のモザイク技法を少 し離れて、山i面

の半分以上は空自な面を作 り、流動性を意識して日地を入

れずに仕上げ処理 しています。同時に、意識の断片が拡散

している自己を拾いあげ、整理 して、手で感 じて視覚化す

ること、その過程も私のモザイク表現になっています。

モザイクは色、形が異なる一片一片が響きながら揺らぎ合

い、面と線を構築していきます。まるで植物を育てるように、

時間と寄り添い、対話しながら少しずつ拡がっていきます。

機本湊ギサイ,れ鷲 Fl■′
中扇 1薄選 撃為陶おJ

今回、銀 17i/・ のART FOR THOUGHT(ア ー トフォーソー ト)

で個展を開催しましたが、私は今回の展示にあたり、制作す

る前に会場を数回訪れました。ART FOR THOUGHTは お

店の名前の通 り、アー トが身近に感じられ、静寂な空間は時

間を忘れて、創造力に栄養を与えてくれる場の空気が流れて

いました。その空間を通 りぬける風のような作品をイメージ

して制作し、ART FOR THOUGHTの空間の時間と流れも、

モザイクの一片となり今回の展示となりました。

今回の展示に際しまして、多 くの方のご理解、ご協力で

開催させて頂きました事を心から感謝中し Lげ ます。

蝙
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珈鰤隕鱚咸仁悽鰤腋鍮

辟凩鯰鯰笞棒鰤恣饂卜』烙讐鯰餃けて

欝驚鸞…マ :バリ警ックブL´ イスとF… 卜J:こ つしヽて

調今り「究委員会では、“より美しい都市環境をつくる"と

いうaacaの 理念を受けて、“者団∫環境とパブリックアートの

あり方"を研究テーマとしてきました。

阪神淡路大震災と東日本大震災と続いた未(ヤ 有の天災や

地方の疲弊による7F・ 市・コミュニティの崩壊を目のあたり

にし、その再生に向けてアートによるコミュニティの活′性化

を期待するとき、「パブリックアー トJの 目的1■ と意義につ

いて一層の論議が必要であると思われました。それには「パ

ブリックアートJのおかれる「場Jへの考察が不可欠であり、

そのため今回の報告においては「パブリックプレイスJと い

う「場Jの文化性にも注目し、議論の展開を図るものとしま

した.「パブリックプレイス」は単に公共空間を意味するも

のでなく、「人の集まり集うところJと いうコミュニテイの

活性化を促す口J^能 性のある場 (ま たはそのような役割を呆

たしてきた場所)と して調査のテーマとしました。

その中で、テーマ別に4つ の分科会を立ち 11げ、lll究 を

継続しています。成果としては、先ず2013年 評価・政策シ

ステム分科会より「パブリックプレイスとアート アーティ

スト選定要項及び選定基準試案」を編集発行しましたc

本報告「エコロジーとアー トJはそれに続 く研究報告で

す。今日の環境保全や環境共生の思想とアー トのかかわり

方について言及を試みました。アーティストをめぐる現場を

インタビューで探訪するほか、各地のアート活動をレポート

しています。よろしくご高覧ください。

また、本委員会の活JIJに ご興味のある方の参加をお待ち

しています。お、るって、ご参加くださいc

4分科会の研究テーマ

1 “バランス倉U造科学と人の心の科学 "分科会

―古代から今回までの歴史遺産を成り立たせた

往時の地域 。社会 。科学技術への考察

2 “エコロジーとアート"分科会

一日本文化の底流になる白然との共生による

伝統造形の検証と末来への展望

“地域風土に根差した文化芸術活載 分科会

一まちづくりに見られる文化芸術活動、

地域の文化継承に関する調査研究

“評価 。政策システム "分科会

一パブリックアートの社会的な評鰤 の構築に

資するプ回セスとメソッドに関する研究・考察

建築家

日本建築美術工芸協会会員

調査研究委員会委員長

南 三―郎

ノヾフリックアート再考
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写 笞歩務濾翡

本社 〒1410022       函館アリーナ

東京都品川区東五反田 5丁 目 10番 8号

大建設計東京ビル TEL 03 5424 8600(代
)

屋 根 に夢 と技 術 を の せ て

◎ 薇旦ビ轟 ェ難織式会社
本tV〒 252‐ 0804神奈川県藤沢市湘南台1 1 21 TEL0466 45-8771

http:〃www.gantan.co.jp

一 言卜 幸晨 一 心からお悔やみ申し上げます。

阪田誠造 氏

元会長  7月 21日 逝去 1928年 生 享年 87歳 元坂倉建築研究所代表取締役

日本建築美術:L芸 協会会員 (1989・ ll～ 2008・ 3)、

会長 (2003-2004) 理事 (1991～ 1993)

協会会報 Nol 寄稿

「/1・ 築家・美術家・ L芸家の協カスタディー 東京サレジオ学園J

2002 aaca景 観シンポジウム「港町函館の景lll・ 港と光Jパ ネリスト

作 肝I 東京都夢の鳥総合体育館、新宿ワシントンホテル、横浜人形の家、

小口1急サザンタヮー・サザンテラス、聖イグナチオ教会、

名古屋」Rセ ントラルタヮーズ、他多数

受 賞  日本芸術院賞、古III五 十人賞、日本建築学会作辞l賞、BCS賞、村野藤吾賞

「予算が限られている」

「今すぐ建てたい」

「一定の期Fn3だ け必要」

κOHRI「システム建築シリーズ」

が解決します
=

聰飩務嘲凸馘βリース株式会社
〒1輔囀鶴力 驚京機港区大本来苺T議 11番 17母

TEL103-t470-02議 1(4t》

村井 修 氏

会 員  10月 23日 逝去 1928年 生 享年 88歳  スタジオ・ムライ代表

日本建築美術 11芸 協会会員 (1990・ 6～ 2016・ 10)、 AACA賞 選考委員 (1998～ 1999、 2005～ 2011)

協会会報 No 63 寄稿

「2012年  日本写真協会賞 功労賞 受賞」

協会会報表紙 (2012)No 63、 64、 65号

展覧会  1957年 「カメラでとらえた彫刻と空間J

1986‐87年「世界の広場と彫刻」

200102年 「シドニーオペラハウスの光と影J

2016年 村井修
｀
卜田写真展 「めぐり逢ひ」 他

受 賞  1983年 第 37口1毎 日出版文化賞特別賞

2010年 日本建築学会文化賞

2014年 第 14,1ヴ ェネツィア・ビェンナーレ国際建築展金獅了賞
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躙量館の漑難 が甕 鵜 貯艦 した。

会報の編集を一新しました。前号まで広報委員のボランティアによ

り編集していましたが、編集・制作を外注し読み易く、格調高い会

報がお届け出来ました。ご意見ご感想をお待ちしています。

隋畿彙颯畿檬 か ら聰審辣 ゛̀
購蠅 磯轟鸞 転げくだ さり。

時代の華―輪・会員活動レポート・アピアランス・会員主催個展開

催案内・会員出展展覧会開催案内等、発刊のタイミングに合わせ掲

載致します。

輻甕 彙量溝蜀鐵警べ …ジやなぬ

協会には、常置・特別委員会が 15あ ります。活動報告は会員の皆

様に役立つ情報発信元です。報告・予定等掲載致します。

会員の個展・出展展覧会等の DMを、会報等と同封して発送致しま

す。事務局にご相談ください。

輻ぷ―ムページ範暦鬱鑢≪ぬさい (下記 l鐵斜)

協会ホームページは、内外より高い評価を受け、AACA賞 を始め、

協会主催事業へ参加も頂いております。掲載記事は、シンポジウム・

展覧会・講演会など協会主催事業の案内・報告、また「会員活動」

のページは、お寄せ頂いた会員個展・出品展覧会の DMを、会員紹

介ページは個人・法人会員の活動、法人企業新商品の紹介も掲載し

ております。会員の皆様の作品写真・ご経歴・PRにご活用ください。

掲載料は無料です。TOPページのバナー広告 (有料)も募集中です。

2016年 10月 末現在 121,354円

協会では、2011年の東日本大震災以降、震災等により逸失した文化

財及び地域文化の復興のため、協会指定団体へ寄付を行なう事業で

の預託先を選定中です。会員の関係先で希望団体が有りましたら事

務局迄お知らせください.会員の皆様には活動やチャリティー活動等

による売上の一部を募金に協力して戴きますようお願い致します。

復興預金口座は下記に記載致しました。

ゆうちょ銀行  ○一九店 当座預金

口座名 :AACA芸術環境復興預金口

口座番号 :0338383

協会では、会報編集委員会 とホームベージ委員会 を合同し、

広報委員会として再スター トいたしました。 会報担当委員会

は会員有志のみなさんで編成され、記事の収集から編集・発送

まで協力して運営されています。委員会に参加をご希望の会員

の方はお申し出ください。

会員個展・催 し物の広告掲載も可能です.

員会・事務局にご相談ください。

躙新入農量 ,薩憂瘍鷺蜀  20糧 饉年7月 …20璃 6年弩0周 (徹螂躍)

2016年 9月  個人情報保護法の改正が成立した事を受け、個人は

氏名のみ、法人は会社名・代表者又は担当者を掲載致します。

《会員の異動》

人

員

一バ
〈
ム

閉久米設計 代表者変更

常務執行役員

安東 直

(前任 児玉耕二)

(+*) Lixil 代表者変更

ビル事業部
住設首都圏支店 支店長

犬飼幸博

(前任 野中 敦 )

三協立山
アルミ閉

三協アルミ社

担当者変更

営業開発部

大菱池成之

依田 康治

(前任 二本柳

Ｄ

訓

敏

《言卜報》

[個人会員 ]松尾敏男 (2016年 8月 4日 逝去 90才 )

日本画家/元 日本芸術院理事長/多摩美術大学名誉教授

/2012年文化勲章受章
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発 行 一般社団法人 日本建築美術工芸協会

発行人 会長 岡本 賢

〒 108-0014

東京都港区芝 52620 建築会館 6階

TEL 03-3457-7998 FAX 03-3457-1598
URL http://www aacajp com

E―Ma  nfo@aacajp com

編 集 広報委員会

委員長 飯田郷介

会報担当副委員長 野口真理

委員 石田 員人 齋藤  泉 竹生田 正 田島 一宏

中村 弘子 三上 紀子 山崎 和子 山崎 輝子

山下 治子

編集制作協力 株式会社 アム・プロモーション

《新入会員》

人
員

個

会
松田静心 (洋画家)、 神まさこ (陶芸家)

人

員

法

会

田岩城
代表取締役

岩城 隆

T158-0081

世田谷区深沢 8-7-13

TEL 044-862-8898

欄丸勝
代表取締役

福田理佐

T270-0092

柏市若 白毛 1296-3

TEL 04-7193-0092

ロウェーブ
専務取締役

田中隆志

T167-0053

杉並区西荻南 2‐ 18‐ 17

TEL 03-5570… 8330

横浜ビル

建材欄 (再 )

代表取締役

前川睦彦

T231‐0011

横浜市中区大田町48'II島 ビル

TEL 045-212-0992
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